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修士論文 要旨

エイズ患者が世界で初めて報告されたのは、1981 年、アメリカにおいてであった。

これを機に、エイズという病気は、HIV というウィルスが原因で感染し、その後、発症す

るということが特定された。その後現在まで、感染者の数は急増の一途をたどってきている。

とりわけ、サハラ以南のアフリカがもっとも深刻な影響を受けており、同地域の HIV 感染

者数は世界全体の約 70％を占めている。一方、エイズ対策への取り組みも、1996 年に発足し

た国際連合合同エイズ計画(UNAIDS)を中心に包括的な対策が進んできている。

とくに深刻な状況が続くサハラ以南アフリカでは、HIV 抗体検査を行う施設を増やして、

予防啓発活動により HIV 検査を推進してきた。それに伴い、同施設とは別に、自発的な HIV

検査と事前・事後のカウンセリングをセットにして行うことに特化した、「VCT」（Voluntary

Counseling and Testing：自発的カウンセリングおよび検査）センターと呼ばれる施設も新

たに増設されてきた。

日本政府も、「VCT サービスの強化」を国際協力における重要活動領域の一つとして位置付

け、その支援に取り組んできた。その中、JICA は HIV/エイズ対策へ向けた日本政府との取り

組みの一つとして、複数のプロジェクトの連携による協力プログラム「ケニア・エイズ予防

プログラム」を実施した。これにより、JICA 青年海外協力隊（JICA/JOCV）「感染症・エイズ

対策」のボランティアの派遣が開始されたが、それは、とりわけ、若年層の VCT 受検者の増

加を目的としたものであった。

一方、ボランティアによる活動が進行するなか、これまでまったく目を向けられることの

なかった新たな課題として、受検者のプライバシーに対する配慮のなさ、ということが次第

に明らかになってきた。このような経緯の下、JICA/JOCV は、VCT を含む HIV 検査施設の実態

調査を、筆者が活動する NPO 法人都市計画・建築関連 OVの会（Ex-Volunteers Association for

Architects：EVAA）へ要請した。 そして、筆者らは、2006 年から 2008 年にかけて、アフ

リカ４カ国（ケニア、ガーナ、セネガル、マラウィ）における、HIV 検査施設の現地調査を

実施した。

本論文は、現地調査のデータに基づき、HIV 検査施設の若年層の受検者数増加を妨げてい

る要因の一つとして、検査施設の環境設定のあり方に問題の所在をおき、受検者が安心して

施設を利用できるよう、建築学の視点から改善方法を探ることを目的とした。

その方法として、「プライバシー重視アプローチ」と命名した手法を採用した。

これは、それまで関係者の間でまったく目を向けられず軽視されてきた受検者のプライバ

シーに配慮した環境設定のあり方を問うとともに、建築学の視点から施設改善に向けての現

状分析と検討、さらに具体的改善方法の提言を行うものである。

本論文の章立ては、第１章の序論から、最終章である第５章のまとめと今後の課題を含め

て、全５章から構成される。

まず第１章の序論において、以上のような問題の所在と本論文の目的に続いて、２つに大別

した先行研究（①開発課題としての HIV/エイズ対策、HIV 検査全般を取り巻く現状と課題を

取り上げた研究、②医療機関全般でのプライバシーを取り上げた研究）について述べた上で、

本論文で提唱する「プライバシー重視アプローチ」について論述し、本論文の位置づけを明

確化する。続く第２章では、HIV/エイズ問題を取り巻く世界の状況について概観し、国際機

関や日本政府によるその対策支援などについて解説する。第３章は「アフリカ諸国における

HIV 検査施設とプライバシー重視アプローチ」と題し、アフリカ 4 カ国の現地調査で得られ

た結果を提示しつつ、HIV 検査施設にみられる課題などを具体的に指摘する。それを踏まえ

て、第４章では、プライバシー重視アプローチによる「施設改善」への提言として、受検者

のプライバシーに配慮した環境設定に向けて、いかなる検査施設の改善が可能かについて建

築学の視点から検討する。そして、その具体的改善策への提言、およびそのモニタリングと

検証を行う。第５章は、まとめと今後の課題と題し、本論文全体をとりまとめるとともに、

本論文で提唱した「プライバシー重視アプローチ」の可能性とその汎用性などについて考察

し、今後の課題について述べる。
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